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図7 腎孟粘膜 図8 腎実質

この部では上皮細胞のかなり著しい増生が見 尿細管は一般に萎縮乃至鴻失しp 糸球休も多く

られp 角化も又著しい． のものが結合織化している．尚プラマス細胞及

びリンパ球の浸1閣が著しいー

が発生していること． については判然としない．

②術中腹部臓器を触診したが変化を見出さなかった 著者は理論上その存在は推論せられるが，存在稀有

こと． と思われる腎孟粘膜の扇平上皮様化生を示す腎臓にp

③術後2年再発を来し死亡したことから見て原発性 属平上皮癌と巨大珊瑚紋様結石とを発生した手術例を

腎扇平上皮癌と考えられる．腎孟粘膜が扇平上皮に化 経験したのでこれを報告した．

生してその刺戟により腎結石を生じ結石の刺殺により 捌筆に当り文献上の資料を与えられた末定左内時土

癌が発生したのか癌が発生した後に結石を生じたもの 及び病理学的な助言と．指導を賜った本学第2病理中

か或は扇平上皮化生により両者が同時に発生したのか 院議師に対し深甚の倣:Uを表する．

巨大腸脱結石の 1例＊

大阪府道明寺病院外科大阪市立大学医学部外科学教室（指導：白羽弥右衛門主主皮j
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A CASE OF GIANT BLADDER-STONE 

by 

TAKEYA SASAKI, KAzuo OnA and Yuzo HADA. 

From Department of Surgery, Osaka City Uniwr.』it~· :¥Jcdical School (Director: Prof. 
Dr. YAEMON SHIRAH A I, Surgical Di ,・ision of Domyoji Ho3pital, Osaka Prefecture. 

In this paper is reported a case in which a giant bladder-stone weighing 750g 

was removed by Sectio alta from a 63γears old farmer vvith urinary retention and 
lower abdominal pain, who had been su汀eringfrom suspected bladder-stone for thirty 

本本論文の要旨は昭和32年8月IO日第92回大阪外科集談会において発表した．
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years. 
This exstirpated stone is the second largest in Japan to that of 910g weight 

reported by Dr. Irie (1¥)56). 
The stone in ourゐseis consisted of three la；.・ers; the nucleus is oxalate, the 

middle part urate, .~and the outer part carbonate. 
Documentary references are made of thirty-five cases of giant bladder-stones 
weighing more、than200g, which appeared in literatures in Japan. 

緒 ぷ＝＝ー
昌

勝t光結石の大きさについて， KummerはlOOg以
上を巨大結石と称してよいと述べているが， 一般には

小指頭大ないし栂指頭大のものが多くみられ，鷲卵大

に至るものはまれのようである．

外国では商事くほど大きなものが報告されている（久

保山p 杉山，岡入すなわちP手術による摘出例として

は，Randall(1921）の1.800gをはじめ， Harrison
(1899）の1.050g,Osgood (1913）のl,020g,Morsan 

のI.000gなどがあり，さらに屍体から摘出されたもの
では Schaldenuseの2,860g,Tillmanの 2,000～
2,500g, Deschampの1,593g,Bradleyのl,580gなど

巨大なものもある．

本邦文献には， このように l,OOOgを越えるものの
報告はまだみられず，昭和31年入江が報告した910g
が最大のもののようである．ところが，私どもは最

近，重量750gに達する巨大勝脱結石の1例を経験し

たので報告する．

症 修t

患者：絞O熊o,63才，合，種苗販売業．
初言会：昭和29年1月22日．

主訴：尿閉，下腹部，会陰部の鈍痛， 血尿．

既往歴：：生来健で著患を知らない．

家族歴：特記すべきことはない．

現病歴：約30年前p 長距離の歩行後p 往々血尿があ
らわれ，ときに尿線中絶，排尿時終末血尿もありp 医

師により前立脳羽巴大症と診断されて治療をうけたこと

がある．以来，しはしば同様の痕状を繰り返していた

が，約20年前p 某病院でレ線検査により鶏卵大の勝脱
結石があることを発見された．しかしP 当時は大した

苦痛もなかったので放置していた．ところが，その後

は前記症状が次第に増悪しp 数年前からは尿意頻数を

点え，排尿時には下腹部に鈍痛を覚えるようになった

のでF もつばら漢方薬にたよってきた．初診の約6古

月前一過性に乏尿p 全身浮腫をきたしたが，その頃か

ら膨脱症状が急に悪化し，最近では尿線は点滴状とな

り，かつ無意識裡に尿を洩らしF さらに起立すると常

に下腹部，会陰部に強い不快感と疹痛とを覚え，歩行

も困難になったので遂に当院を訪れた．

現症：体格中等，栄養や h不良，皮膚は乾燥し，皮

l脅および可視粘膜は貧血性である．胸部内臓には異常

がなく，肝p 牌も触れない．両側腎を触知せずp 該部

に圧痛もない．尿管にそっても異常をみとめられな

し、

局所所見：腹壁は陥凹し，とくに下腹部の膨隆はみ

とめられなし、がp 勝E光部に一致して深部に硬固の腫癒

を触れ，強い圧痛がある．腫績の上界は関下 4横指

で，ほとんど移動性がない．経虹門示指触診を行う

とF 直腸膨大部の前壁は著しく膨隆して結石硬の硬結

を触れ，双手触診により，超手拳大の腫癒を把鍾する

ことができる．外尿道口はわずかにびらんし，尿道よ

り金属カテーテルを挿入すると，その先端が跨脱頚部

に達したさい，結石感覚をもった抵抗に突き当り，そ

れ以上カを加えても挿入できない．

レ線所見：単純嫌影を行ったところP 骨盤墜を占拠

する巨大な結石像がえられた（図 l，図2). 

検査成績：赤血球数242×104，白血球数 19,000，揮
状球9%，分業球65%,リンパ球21%，単核球5%,

血色素（ザーリー〕 65%.
尿は黄縄色，ぴまん性に濁濁し，蛋白（＋），糖H，赤

血球（＋），白血球（+t），上皮細胞（＋＋），大腸菌（+t), 

尿砂を多数証明した．

手術所見および術後の経過：巨大勝脱結石の診断の

もとに，昭和29年2月23日，手術を行った．腰麻，
高位切開術により勝脱をひらいたところ，結石は膨~

墜を充満し，かつ恥骨後方にi荻頓して容易に動かなか

ったがp 助手に命じて紅門内より給百底部を押し上げ

させP 同時に針子で結石を索き出して，ょうやく原形

のま、これを摘出しえた．手術創が結石粉末p 尿等で

汚染されたのでP 生王室食塩水で充分に洗糠し，勝At~
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私どもも 200g以上を目標として本邦文献を渉猟

し＇ 35例を集めえたのでP これを中心に文献的考察を

行った （表2).
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析分石幸吉表1

を2層に埋没縫合した．膨脱内に経

尿道的ピヵテーテルを留置しF 腹壁

皮下にドレーンを入れて創を閉鎖し

fご．

術後，腹壁創の一部に尿凄を形成

したがp 約 1ヵ月後には閉鎖したの

で，留置カテーテルを抜去し＇ 4月

17日退院した．

そののちは順調に経過 していた

ぷ，約2年後より腹壁簸笈部にヘル

ニアを生じた．しかしP ニのために

日常の作業に格別支障を覚えること

もなく，勝脱症状は全く消失して今

日に至っている．

嫡出結石：灰白黄色，表直粗紛で

鱗状の層を形成している（図3.図4).

tまず楕円形． 縦径J0.8cm，様径 9.3

cm，厚さ 7.3cm，長周径30.0cm，短

周径26.5cm，重量750gであった．摘出後，結石をレ

線撮影すると，明かに3層が区別された（図5）.割面

はレ線像で示された如く， 3層に大別されP 黒褐色，

硬，ゃ、粗な核を中心としており，中層は賀補色，す

こぶるち密な年輪状を示しp 外層は白亜状，脆弱で多

くの空際を含んでいる （凶6I. 

イじ掌分析の結果は，核は主として穆酸石灰からなり，

中層は尿酸塩，外層は炭酸石灰であった （表I).

橋本（昭18）は，本邦文献から 200g以上の巨大結石

25例を集めて報告し，その後，岡（昭24）が300g以上

のもの11例をp 岩見（昭26）は 200g以上の20例をそ

れぞれ記載している．

按考

4 図3 図
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図 5

巨大勝脱結石として報告されたものはこの他にもか

なりの多数があり，。佐藤（昭17），ー木（昭26）の各

1例はすこぶる巨大なちの与ょうであるが，摘出にさ

いして破砕したため，重量の記載がなし また平瀬

（昭11）は同一入から 135g,120gの2箇の結石をえ

ているが，ともに表より除外した．

今日までに報告された本邦文献中p 最大の結石は入

江（昭31）の910gでp ついで久保山（昭6）の675g,

伊賀（昭12）の532g，近藤・石山（昭26）の 525g等

がある． 私どもの症例は摘出時の重量750gでP 入江

についで本邦文献中第2位である．

結石の重量がp 摘出時と乾燥後とで異なることは容

易に首肯しうるところで，中JIIC大1）の340gは27年
後の測定では270gになっていた（小池p 昭26）とい

われ，私どもがえた結石についても，摘出時には750g

であったものがp 1年後には525gとなり， さらに3

年後の今日では515gに減少している．

年令的には最高70才，最低20才で， 30～50才が過

半数を占めている．

性別としては，男子に発生することが圧倒的に多

し女子では200g以上にまで巨大になったものは，

わずかに1例をみとめられるのみである．女子では尿

道が広く，かつ短いために，結石ができても早期に排

出され，巨大にまで成長することが稀であると思われ

る．

職業については記載がすくなしとくに関連性がみ

られないがp 農夫にや》多いようである．

結石の形状は精円形ないし卵円形が多しその表面

も大体平滑なものが多いー

断面は核を中心に層をなすものが多く＇3～10数層

がみられる．核は通常1コである；仇例外的に2核を

もつものが1例あった．

図 6

一般に勝脱結石は単一の成分のものはすくなく，多

くは数種の混合塩からなるとされており，またとくに

巨大に成長するものには燐酸塩石が多いといわれる．

単一成分として記載された8例のうち＇ 6例は燐酸溢

右， 2例は尿酸塩石であったがp 他の成分のものは単

ーでは巨大になりえないものと思われる．結石の各層

はそれぞれ単一塩で作られることもあるが，混合場か

らなるものが多い．核は燐酸塩，尿酸塩で構成される

ものが多く，炭酸塩を核とするものは1例のみであ

る．これに反して，外層には炭酸塩を含むものが比較

的多い．われわれの例は落酸石灰を事実にp 中層は尿酸

塩p 外層は炭酸石灰からなっていた．

症状のうちp排尿痛p尿意頻数が全経過を通じて大

多数にみられる．発病初期の症状としては血尿JO例，

尿線中絶を示したもの8例があるが，初診時には尿漏

濁，下腹痛を訴えているものが多い．経過中当初より

結石の診断をえたのはきわめて少数（著者例を含む）

であって，大体勝I光炎あるいは淋疾として治療されp

また著明な自覚症状がないために放置されてきたもの

が多い．

結石の除去に当つては全例に勝脱高位切開術が適用

されているがp 結石が巨大なために摘出操作のはなは

だ困難なことが多い．私どもは紅門内より勝鋭部を押

し上げることによってP 結石の脱臼をはかりp 摘出に

成功したがp このような巨大結石に対しては，これも

有効な一方法であると思われる．

結 語

30年来尿線中絶，血尿p 排尿痛がありp 最近尿閉p

下腹部疹痛を訴えて来院した63才の男子においてp 勝

E光高｛立切開術により 750gに達する巨大腸脱結石を摘

出した 1症例を報告した．
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註：外秘の 462gは乾燥時重量である．

高橋（昭12）と尾山（昭13），松下（昭10）と岸原（昭11）はそれぞれ同一例と恩われたので重複を避けた．
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さらに本邦文献中より 200g以上の巨大勝脱結石35

例を集めp これらについて考察を加えた．

本邦最大の跨脱結石は入江の，910gで，私たちの症

例はこれにつぐ第2位の大きさのものである．

（稿を終るにあたりP 御指導と御校関を賜った白羽

弥右衛門教授に深甚の謝意を捧げる．結石の化学分析
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互竺｜ 成 そ l経過年数｜ 主豆一症＿！＿＿＿＿ I 放置さ竺出
） 燐酸塩 I 16年 ｜下腹痛，尿意頻数，尿j図濁F 血尿 ｜ l傍脱炎として治療，軽快
3 1諺 ・尿・炭酸塩 I 3昨 ｜下腹痛p 血尿p 尿閉 ！箸明な苦痛なし

10 ｜燐 ・ IT~ ・炭・ 尿酸塩 I 7年 f.ii' 11W~·＇，な， lj.(,\}:!J;f倣，排尿痛 l著明な苦痛なし
I I 10年 ｜膿尿 ｜ 

燐 ・炭酸塩 I 30年 W,JU1払排尿痛 i 
3 ｜；燐・確 ・炭 ・尿酸塩 ｜ 9年 排収J[fj，尿線中絶p 終末血尿 I 
10以上 ｜燐 ・炭 ・蕗酸塩 ! 15年 ｜排尿痛，尿源濁， 尿意頻数 I 

3 

10以上

4 

8 

6 

燐・務・尿酸塩

燐酸窓

尿・燐毅塩

尿酸塩

燐酸塩

尿・再審・燐酸塩

炭・；燐・有害酸塩，チスチン

燐酸塩

炭 ・尿酸塩，血液

尿酸梅

燐 ・炭 ・尿・蕗酸塩

燐 ・尿.1彦酸塩

尿・燐・蕗・炭酸塩

尿・；燐・蕗 ・炭酸塩

燐酸塩

燐酸塩

3 I 尿 ・；燐竣塩，血色雲氏

3 ！燐酸塩

3 移・燐2愛t亙

尿酸塩i

協・尿酸血

尿 .i蔭・燐J後塩

B年 ｜尿意頻数

16年 i尿意頻数，下腹痛

20年 ｜

20年 尿線中絶，下腹痛

昨 ｜排尿痛p 尿意頻数

18年 l血尿p 排尿痛，尿意頻数，腰痛

畔 l排鵬p 血尿 鞘欄
10年 排尿痛p 尿意頻数

17年 1i 1年前結石排出

18年 血尿，尿意頻数，排尿痛

30年 尿意頻数，尿線中絶

3年 i 尿意頻数p 排尿痛，血尿

3年 ｜尿意頻数，尿線中絶，排尿痛

2年 排尿痛，尿意頻数，血尿，尿線中絶

7年 排尿痛，尿線中絶，血尿

9年 目：日以札 排尿痛，血尿

尿1闘濁，排尿痛，尿意頻数

2昨 ｜排尿痛p 般尿
6~-F 

6年

6年 I2年前結石排出
17年 1~＜ .GiJ'i ！.以， J京線中絶，排尿痛

著明な苦痛なし

淋疾として治療，漸次増悪

勝E光炎として治療，軽快

貧困のため

淋疾と して治療3 漸次噌悪

著明な苦痛なし

喜善明な苦痛なし

著明な苦痛なし

淋疾として治療，苦痛少し

勝脱炎， 脊髄病と して治療

一時軽快

淋疾と思い自宅療法

勝』光炎として治療，貧困

淋疾として治療，一時較快

著明な｝，＇:,iiなし
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Sprengel's Deformityの1治験例

大和高田市民病院外科
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SPRENG EL’S DEFORMITY, REPORT OF A CASE 

by 

Yuzo SuGIMOTO and Y ASUTUGU T AMAKI 

From the Yamatotakada City Hospital 

This is a case report of“Sprengel’s Deformity", the congenital elevation of 
the scapula, which was successful!>・ treated b＞’surgery. Patient: 8 years old, Male. 
Chief Complain : The hindrance of the motility’ of the left shoulder and the 

deformity of the neck. 

Present illness : The patient was thought perfectly well until he became 5 

years old and started to attend the infantschool, when his parents noticed for the 

first time that his neck was ve円’ thickand plump and there was some hindrance 

of the motility of his left shoulder. ・ 

On admission, examination revealed that his neck was abnormall~’ plump and 

the supraclavicular fossa was hardly noticeble. 

The upper edge of the left scapula was at the height of the 4th vertebra and 

lower edge was on the 5th rib. Thus the left scapula was situated 7cm higher 


